
あります」と今後の取り組みに向けた課
題について言及した。

世界各国における先進事例に学ぶ
Connected Healthcareの実現

　続いて行われた InterSystems Thai 
land ヘルスシェア シニアデベロッパー
のフィル・パイバス氏による講演では、

「Connected Healthcareの実現」と
題し、世界各国の先進的な医療連携の
事例が紹介された。

　「理想的な医療連携とは、患者により
良い診療をもたらすものであり、ドク
ターの意思決定に寄与し、優れたコス
トパフォーマンスを実現している必要
があります」とパイバス氏は説明する。
しかし、現実的には多くの課題があり、
それらの課題を解決していくためには、
担当するチームに広範囲なヘルスケア
に対する知識や経験が求められるだけ
でなく、テクノロジーに対するナレッジ
やパフォーマンスも重要になってくる。

「柔軟で堅牢なテクノロジーが必要で
す。高度なシステム統合や大規模なデー
タベース運用に、大容量のデータ処理
やオープンシステムなどに対応できる
高い機能や性能が求められます」とパイ
バスは要件について話す。
　 こ れ ら の 高 度 な 要 求 に 応 え る
InterSystems Platform for Connec 
ted Healthcareの製品群は、医療現場
での高い実績と信頼性がある。中でも

HealthShare（医療情報ネットワーク
プラットフォーム）は、すでに米国のロ
ングアイランドやロードアイランドとブ
ルックリンなどで患者情報のデータ交
換システムとして稼動している実績を
持つ。また、オランダの国家プロジェク
トでは Ensemble（統合 /開発プラット
フォーム）がナショナルバックボーンと
して採用された事例なども紹介し、その
実績と将来性を強く訴えた。

患者データの2次利用システム
DWHの構築と運用

　特別講演では、長崎大学の本多正幸
教授が登壇し、「患者データの2次利用
システム DWHの構築と運用」と題して
講演を行った。本多教授は、日本医療
情報学会における課題研究会などを紹
介したあと、長崎大学病院が2008年
6月に実施したシステム更新の概要や、

地域医療連携の IT化事例となる「あじ
さいネットワーク」を紹介した。
　「多くの病院情報システムは、日常の
診療業務支援や医療会計業務の支援な
どを目的に設計しているため、データが
分散していたり、検索や集計機能が乏
しく、患者横断的な検索や統計解析に
は不向きなデータ構造になっています。
そこで一般的な大規模 HISでは、基幹
業務系と情報系データベースに分ける
システム構築が提案されています」と本

多教授は説明する。
　長崎大学病院では、研究支援と診療
支援を目的として CiDAR（Cachéと
Ensembleを活用した医療情報の2次利
用ソリューション。柔軟なデータ検索機
能を提供し、電子カルテのメリットも拡

大する）を採用した患者データの2次利
用システム DWHを構築した。「今後は
CiDARに蓄積されたデータを活用する
環境の整備を推進するとともに、地域と
連携した患者の生涯管理や日本版 EHR
を目指していく考えです」と本多教授は、
DHWの今後の発展について語った。
　最後にインターシステムズジャパン 
テクニカルコンサルティング部の佐藤
比呂志氏が、「院内連携、地域連携実
現への早道～医療連携を行う上で考え
ておくべきこと～」について講演した。
　佐藤氏は、多くの医療情報システム
がコンピュータシステムの抱える課題に
よってデータの連携や統合に失敗してき
た例について触れ、真のシステム統合
のためには先進的なアーキテクチャを採
用し、柔軟でユニバーサルな統合プラッ
トフォームの採用が必須であると提唱。
そして、医療向け統合プラットフォーム
として No.1の評価（米国 KLAS社によ
る）を持つ Ensembleは、迅速なシステ
ム統合や安定した運用を実現し、コスト
負担の少ない開発環境や実行プラット
フォームを提供すると説明した。

地域医療連携に求められる
機能分担を支えるITの活用と課題

　セミナーの開催にあたり、冒頭に登
壇したインターシステムズジャパンの
植松裕史社長は、同社が30年の歴史
と実績のある極めて完成度の高い ITプ
ラットフォームベンダーであることを説
明し、医療システムと医療連携をサポー
トする多次元データエンジン Cachéを
はじめとした医療関連製品を紹介。「医
療分野をはじめ、公共や金融、流通や
製造など幅広い分野で活用されている」

と話し、国内での豊富な導入例と医療
分野における実績について語った。
　続いて基調講演に立った千葉大学医
学部附属病院の高林克日己教授は、「地
域医療連携とは何か 〜 ITの活用と課
題」と題し、地域医療連携における目的
や現状、課題、国際的な動向について
講演した。
　高林教授は、「地域医療連携の目的は
診療サービスの向上や効率の改善、リ
スクを回避するための質の改善などが
重要な目的であり、そのためには単純
な連絡機能だけでは不十分です」と指
摘。地域医療の再生に寄与する連携と
は、情報共有による診療機能の分担に
よって、診療業務の棲み分けや中核病
院の疲弊を軽減する取り組みが必要で
あると説明した。
　また、「千葉県では県内全域を網羅し、
実行可能な地域や施設からの利用を実
現する健康情報のスーパーハイウェイ

となる新 EMINET構想を推進していま
す。実現に向けては、1病院を超えた電
子医療健康情報（EHR）が必要であり、
PHRや EMRなどを包括する統合的な
データの蓄積が必要です」と語った。

　さらに、アメリカは2014年までに
EHRの実現を目指し、イギリスは国主
導で病院や薬局の連携効率化に取り組
んでいる例を紹介し、「国内では制度や
財源などの問題だけではなくITの活用
が必須であると同時に、情報の管理や
仕組み作りの面でも解決すべき問題が
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患者安全とよりよいケア提供ための接続・連携された医療の実現を目指して

インターシステムズジャパン株式会
社はこのほど、「InterSystems in 
Healthcare Seminar 2009」を
開催した。今回のテーマは「患者安全
とよりよいケア提供ための接続・連
携された医療の実現を目指して」で、
基調講演には千葉大学医学部附属病
院の高林克日己教授が登壇し、『地域
医療連携とは何か』というテーマで IT
の活用と課題について講演した。
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